
　

両
生
類
研
究
セ
ン
タ
ー

　

新
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
棟
が
完
成

　
防
災
・
減
災
研
究
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
１
年

６
月
３
日
、
広
島
県
市
長
会
及
び
広
島
県
町
村

会
と
共
催
で
、『
２
０
２
１
年
度
自
治
体
防
災

担
当
職
員
基
礎
研
修
』
を
開
催
し
た
。
対
面
形

式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
変
更
し
て
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
広
島
県
及
び
15
市
町
か
ら
42
人

が
受
講
。

　
広
島
大
学
は
２
０
２
１
年
６
月
29
日
、
東
千
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
正
式
発
表
し

た
。

　
広
島
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
東
千
田
キ
ャ
ン
パ

ス
を
「
法
曹
養
成
を
核
と
し
た
人
文
社
会
科
学
系

の
新
た
な
拠
点
」
と
し
て
整
備
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス

に
新
棟
（
６
階
建
て
）
を
建
設
し
、
法
学
部
と
大

学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
の
法
学
・
政
治
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
移
転
す

る
。
授
業
開
始
は
２
０
２
３
年
４
月
の
予
定
。

　

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
医
療
人
養
成
拠
点
」
と

し
、
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
て
い
た
医
療
系

学
生
の
教
養
教
育
を
行
う
た
め
の
新
棟
（
５
階
建

て
）
を
建
設
す
る
。
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ア
リ

ゾ
ナ
州
立
大
学
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
校
の
誘
致

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
整
備
す

る
。

　
広
島
大
学
は
３
年
後
の
２
０
２
４
年
に
迎
え
る

創
立
75
周
年
に
向
け
て
、「
広
島
大
学
が
躍
動
し

広
島
の
地
を
活
性
化
す
る
基
金
～
広
島
大
学
の
取

組
構
想
～
」
を
策
定
。
本
学
の
主
要
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
東
広
島
、
東
千
田
、
霞
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

を
活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組

を
着
実
に
進
め
る
。

荻野センター長より２階 飼育室の説明

　

両
生
類
研
究
セ
ン
タ
ー
に
新
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
棟
が
完
成
し
、

２
０
２
１
年
６
月
29
日
、
越
智
学
長
、
荻
野
両
生
類
研
究
セ
ン
タ
ー

長
ら
が
出
席
し
て
、
看
板
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
新
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
４
６
１
．
３
８
平
方
メ
ー
ト
ル
。
１
階
に
イ
モ
リ
や
ア
ホ

ロ
ー
ト
ル
、
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
飼
育
室
、
２
階
に
ネ
ッ
タ
イ
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法

学

部

、

東

千

田

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移

転

霞

地

区

に
も
新

棟

を
建

設

右から越智学長、荻野両生類研究センター長、安倍理事・副学長

ツ
メ
ガ
エ
ル
の

飼
育
室
を
備

え
、
巨
大
な
水

循
環
濾
過
装
置

を
稼
働
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
総
計
１
万

匹
以
上
を
飼
育

繁
殖
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
。

　
ま
た
、
３
階

に
は
、
動
物
を

生
か
し
た
ま
ま

細
胞
を
観
察
で

き
る
顕
微
鏡
室

や
、
遺
伝
情
報

の
大
規
模
解
析

装
置
を
も
つ
ゲ

ノ
ム
解
析
室
、

ポ
ッ
プ
な
内
装

の
会
議
室
を
備

え
て
い
る
。
名

実
と
も
に
世
界

に
誇
る
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
の
共
同

研
究
施
設
と
な

る
。

防
災

・
減
災
研
究
セ
ン
タ
ー
が
自
治
体
職
員
研
修

　
こ
の
研
修
の
目
的
は
、
防
災
・
減
災
を
初
め

て
担
当
す
る
職
員
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
必
要

な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
最
新
の
調
査
・
研
究
の
成

果
を
も
と
に
し
た
学
術
的
な
理
論
と
そ
れ
ら
を

生
か
し
た
実
践
に
つ
い
て
、
海
堀
正
博
防
災
・

減
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
藤
原
章
正
教
授
、
後

藤
秀
昭
准
教
授
の
３
人
が
講
師
を
務
め
た
。

　
海
堀
セ
ン
タ
ー
長
は
、
自
然
災
害
、
主
に
土

砂
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
広
島
県
で
発
生

し
た
大
き
な
災
害
と
そ
の
後
の
対
策
、
藤
原
教

授
は
、
分
散
避
難
や
災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
と
今
検
討

し
て
お
く
べ
き
課
題
、
後
藤
准
教
授
は
、
地
理

学
的
観
点
か
ら
地
形
と
斜
面
崩
落
の
理
由
や
災

害
の
伝
承
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
義
し
た
。

令

和




